
【実情】
・固定的役割分担の考え方が存在している。
・生産年齢人口が減少している。

【課題】
・イクボス宣言企業と連携し、働き方改革、ワーク・ライフ・バランス推進、女性活
躍推進に取り組んでいくための組織活動の基礎づくりが必要。
・多様な働き方の普及促進の取り組みが必要。

地域の実情と課題

・甲賀市工業会、 甲賀市企業人権啓発推進協議会、 甲賀市商工会
…事業協力・セミナー等チラシ配布、事業参加

・イクボス宣言企業…キックオフセミナーへの参加、イクボス推進ネットワークへ
の参加、事業広報
・県内高校キャリア支援担当者・・・事業参加
・区・自治会、自治振興会・・・事業参加
・子育て支援団体・女性活動団体・・・事業参加、事業広報
・市内で起業している女性・・・事業参加、事業広報
・あいコムこうか…ケーブルテレビによる広報

連携団体

今後の課題

１．ワーク・ライフ・バランス推進事業
イクボス宣言企業に向けてのセミナーで先進事例や取り組み事例を学び、情

報交換会を行い、企業の課題について共通理解を図ることができた。また、イク
ボス宣言企業で構築するイクボスネットワークを結成することができた。
２．女性の起業・キャリアアップ支援事業
オンライン起業相談では、起業段階に応じたきめ細かい相談により、起業した

い、起業している女性の不安や悩みを解消することができた。シンポジウムでは、
多様な働き方の提案と働くことに対するモチベーションの向上を図ることができ
た。また、自分らしく働きたい女性が繋がり、学ぶ場として「KOKA－COMACHI」
を発足させることができた。

事業の効果

女性の活躍推進事業【滋賀県甲賀市】

【目的】
・市内企業等に「イクボス」「働き方改革」「ワーク・ライフ・バランス」を推進し、女
性が働きやすい企業を増やす。
・市内で起業したい、起業している女性の不安を解消し、起業へのモチベーショ
ンの向上と事業継続による地域活性化を図る。
【目標】
・市内の滋賀県イクボス宣言企業登録社数 56社(令和3年度末)
・オンライン起業相談の利用者 30人（令和3年度末）

目的・目標

１．ワーク・ライフ・バランス推進事業
キックオフセミナーからイクボスネットワーク結成まで、年間を通して継続した

支援を実施することにより、市内企業へ働き方改革、ワーク・ライフ・バランス、
女性活躍を推進する。
２．女性の起業・キャリアアップ支援事業
市内で起業したい、起業している女性の不安を解消し、起業へのモチベーショ

ンの向上と起業女性の事業継続による地域活性化を図るため、女性のオンライ
ン起業相談を行う。
多様な働き方の提案と同じ悩みを持つ仲間との交流の場を提供し、女性の

キャリアアップ、キャリア継続支援を行う。

事業の特徴

１．ワーク・ライフ・バランス推進事業
イクボスや働き方改革、女性活躍について取り組む企業を増やすためのさら

なる啓発を行うとともに、イクボスKOKAネットワークの参加企業の拡大が必要で
ある。また、イクボスKOKAネットワークと地域、県内高校・大学と連携し、若者の
定住促進と企業の人材不足の解消、そして職場や地域における女性登用を図
る必要がある。
２．女性の起業・キャリアアップ支援事業
女性の起業・キャリアアンケート結果では、継続相談を希望する声が多くある

ことから、引き続き、起業段階に寄り添った伴走支援が必要である。また、学び、
繋がる場として「KOKA－COMACHI」の定期的な開催を検討する必要がある。



事業の概要

１．ワーク・ライフ・バランス推進事業

全体キックオフ事業（７月９日）

イクボス推進ネットワーク事業（全４回） 若者の定住促進事業

イクボス宣言式開催事業（２月７日）

地域連携事業



事業の概要

２．女性の起業・キャリアアップ支援事業

女性のためのオンライン起業相談事業 女性のキャリアアップシンポジウム開催事業
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